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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人

日本防錆技術協会（JACC）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産

業規格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本産

業規格である。これによって，JIS Z 1902:2009 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本産業規格          JIS 
 Z 1902：2022 
 

ペトロラタム系防食テープ 

Petrolatum tapes for corrosion protection 

 
序文 

この規格は，1987 年に制定され，その後 3 回の改正を経て今日に至っている。前回の改正は 2009 年に

行われたが，その後の製品構成変化などに対応するため改正した。 

なお，対応国際規格は現時点で制定されていない。 

警告 この規格に基づいて試験を行う者は，通常の実験室での作業に精通していることを前提とする。

この規格は，その使用に関連して起こる全ての安全上の問題を取り扱おうとするものではない。

この規格の利用者は，各自の責任において，安全及び健康に対する適切な措置をとらなければな

らない。 

1 適用範囲 

この規格は，主として鋼管，棒鋼及びその他の鉄鋼の長期間にわたる防食に用いるペトロラタム系防食

テープ（以下，テープという。）について規定する。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 7503 ダイヤルゲージ 

JIS B 7512 鋼製巻尺 

JIS B 7516 金属製直尺 

JIS G 3101 一般構造用圧延鋼材 

JIS G 3141 冷間圧延鋼板及び鋼帯 

JIS G 3452 配管用炭素鋼鋼管 

JIS G 4305 冷間圧延ステンレス鋼板及び鋼帯 

JIS H 4160 アルミニウム及びアルミニウム合金はく 

JIS K 0050 化学分析方法通則 

JIS K 2201 工業ガソリン 

JIS K 6272 ゴム－引張，曲げ及び圧縮試験機（定速）－仕様 

JIS K 8034 アセトン（試薬） 

JIS K 8150 塩化ナトリウム（試薬） 

JIS K 8891 メタノール（試薬） 


